




5月1日から健康推進ルームの
利用時間が拡大されました！

　平成26年８月にオープンした「健康の駅」は、多くの皆様にご利用いただいておりますが、平成
29年5月から利用時間が拡大され、更に利用しやすくなりました。
　これまでは、平日の8時30分から17時まででしたが、今後は、月、水、金曜日の夜間と土曜日に
ご利用いただけますので、ぜひ「健康の駅」で体を動かしてみましょう。
　なお、健康推進ルームを利用するためには、利用者講習の受講が必要です。

利用の流れと講習会のようす

○使用券の販売は平日昼間のみです。
○使用券は健康の駅たまかわ（村保健センター）
で販売しております。

○祝日や年末年始は休館となります。

○開設日 ○使用料（事前に使用券を購入ください）

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

8時 30分～ 21時まで

8時 30分～ 17時まで

8時 30分～ 21時まで

8時 30分～ 17時まで

8時 30分～ 21時まで

8時 30分～ 17時まで

休　館　日

健康の駅

65歳未満

65歳以上

200円
100円

1,000円
500円

１回券（1時間） 回数券（6時間分）

利用者講習会のお知らせ①利用申込書と使用券を窓口へ　　

②ストレッチ

③トレーニング

④ストレッチ

運動の前には準備運動を行いましょう！！
（多目的ルーム）

自分の目的に応じてトレーニング !!
水分補給は忘れずに…
（健康推進ルーム）

疲れを残さないためにクールダウン !!
（多目的ルーム）

●持ち物：室内用運動靴、タオル、
　　　　　飲み物
●参加費：無料
●申込先：村保健センター 
　☎3７－１０２４ 

利用者講習会では、トレーニ
ングマシンの使い方を中心に
行います。

●６月の利用者講習会は
14日㈬ 19：00～ 21：00
15日㈭ 午前の部10：00 ～11：30
　　　  午後の部13：30 ～15：00
16日㈮ 午前の部10：00 ～11：30
　　　  午後の部13：30 ～15：00
※15日、16日は2日に分けての受
講となります。
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トレーニングマシンを紹介

クロスコアリンク

レッグエクステンション・
レッグフレクション

ランニングマシン バイク

チェストリンク

コキシアリンク

レッグプレス

　健康推進ルームにある、７種類のマシーンとあなたにあった運動
メニューで体力づくりを私がサポートします。
　若々しさを保ちたい方、運動不足の方や、足・腰に不安がでてきて
いる方、最近、太り始めた方、衰えを感じはじめた方、姿勢が気
になる方、どれか思い当たるものがある方は、ぜひ私と一緒に、
楽しく、体を動かしましょう!!

お腹を
鍛える

上半身を
鍛える

股関節周辺
を鍛える

下半身を
鍛える

太腿を
鍛える

有酸素
運動

筋力
アップ

健康運動実践指導者

遠 藤 麻 希 先生

「何歳になっても、自分で好きなことを、
　　　　　　　　いつまでもやれる身体を維持!!」
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平
成
29
年
度
の
行
政
区
長

と
各
種
団
体
等
の
代
表
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
区
長
会
が
４
月
6

日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
石
森
村
長
か
ら

11
名
の
各
行
政
区
長
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
会
長
に
有
賀
德
夫
さ

ん（
吉
）、
副
会
長
に
野
崎
次

男
さ
ん（
川
辺
）、
社
会
教
育

委
員
に
車
田
長
市
郎
さ
ん（
小

高
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○青井沢上組長

○青井沢下組長

○河　平　組長

鈴木　美和

木戸　　洋

眞野目政義

6戸

８戸

8戸

決まりました

吉　区

山小屋区

四辻新田区

7

区長:宗形菊男

阿部金四郎

塩澤直一

大木　元消防分団長　
　大越正彦

副区長

老人クラブ会長

青年団長

南須 区 236戸

129戸

66戸

36戸

45戸

北須 区
副区長

老人クラブ会長

青年団長

副区長

青年団長

副区長

老人クラブ会長

青年団長

副区長

青年会長

区長:草野道夫

塩澤正行

瀨谷武義

瀨谷一也消防分団長　
　渡邊　学

区長:有賀德夫

秋山一男

矢吹涼太消防分団長　
　森　和巳

区長:瀧口義三

石森金弘

石森金治

老人クラブ会長
須田幸平

石森弘晃消防分団長　
　石森正康

区長:関根　勲

太田広明

石井友一消防分団長　
　飯田昭広
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な
お
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
に
は
、
矢
部
玄
信
さ

ん（
川
辺
）が
引
き
続
き
選
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
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3

4
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291戸

109戸

273戸

171戸

204戸 183戸

蒜生区

小高区

中　区

川辺区

岩法寺区 竜崎区

行政区役員が
平成29年度
地域の皆さんと行政を結ぶ

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

青年団長

上野寛司

湯澤英雄

副区長

老人クラブ会長

区長:野崎次男

鈴木信四郎

矢部玄信

消防分団長　
　須藤良樹

区長:曲山正一

眞弓喜二

曲山英夫

消防分団長　
　曲山貴浩

区長:車田長市郎

矢吹義　

添田四郎

消防分団長　
　國井　崇

区長:小針義信

区長:佐久間正美 区長:小林昭夫

髙林浅光

永林惠治

消防分団長　
　永林高幸

消防分団長　
　大竹敏幸

消防分団長　
　小林弘典

大竹初夫

 佐久間英一

 吉田　開

1

2
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今
年
度
１
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、
４
月
２１
日
、
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結

果
、
虫
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た
５
名
の
お
と
も
だ
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

（
順
不
同
。【  

】は
保
護
者
と
地
区
名
）

平瀬希空くん
【麗：川辺】

大竹拓真くん
　【仁：岩法寺】

上石音葵ちゃん
【克也：竜崎】

小板橋光ちゃん
【裕：岩法寺】

上野瑛佳ちゃん
【大輔：中】

の　 あ たく   ま

と　 あ ひかる えいか

ぼ
く
も
！
わ
た
し
も
！

虫
歯
が
な
い
よ
!

「届出忘れていませんか？」
　20歳以上60歳未満の全ての人は、国民年金加入者です。国民年金は3つの種別に分かれており、転職・
退職・結婚などにより加入の種別が変わった場合には、その都度手続きが必要になります。
　未納期間になると、年金を受けられなくなったり、減額されたりしますので忘れずに手続しましょう！

年
金

〔第1号被保険者〕
農林漁業・自営業やその配
偶者、学生、アルバイトの
方など

〔第2号被保険者〕
会社員・公務員の方など

第2号被保険者になった
ら勤め先で手続きを！

〔第3号被保険者〕
第2号被保険者に扶養され
ている配偶者の方

第3号被保険者になったら配
偶者の勤め先で手続きを！

第1号被保険者になったら
村役場で手続きを！60歳前に退職し

自営業に

会社に就職した

会社員等と結婚して
配偶者の扶養に

配偶者が退職し扶養
からはずれた

会社員と結婚して
退職し扶養者に

会社に就職した

国民年金

▶問い合わせ先   郡山年金事務所　０２４-９３２-３４３４　村住民課　５７-４６２４

【届出が必要な例】

届出を忘れていると、その間は保険料の未納期間となってしまいます。
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  ４月12日、夢みなみ農業協同組合（橋本正和組合長）か
ら、小学生向け補助教材として、教材本「農業とわたした
ちのくらし」84冊が寄贈されました。 
　村教育委員会で行われた贈呈式では、夢みなみ農業協
同組合の岡部専務から「子どもたちの食育に役立ててくだ
さい」と鈴木教育長に目録が手渡されました。 
　頂いた教材は村内の小学校へ届けられ、子供たちの学
習に活用させていただきます。 

農業とわたしたちのくらし
JAバンク食農教育応援事業

　アイシングクッキー専門店「Icing on the Cake
（アイシングオンザケーキ）」が４月１５日、道の駅たまか
わ（こぶしの里）の前にオープンしました。 
　アイシングクッキーとは乾燥卵白と粉砂糖を水で練
り、カラフルに着色してクッキーの表面をデコレーショ
ンした、見て楽しく、食べておいしいお菓子です。 
　体験教室ではオリジナルのアイシングクッキーを作る
ことが出来ます。（体験教室は有料です。） 

楽しい・美味しいカラフルクッキー
創業マルシェ支援事業

　

４
月
14
日
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
山
田
設
備
工
業（
白
河
市
）の
社

員
13
名
が
参
加
し
、
福
島
空
港
西
線
の

清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
桜
の
季
節
を
前
に
、
空
港
公

園
等
を
訪
れ
る
方
々
に
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
同
社
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
、
高
柳
電
設（
郡
山
市
）、

山
建
設（
郡
山
市
）と
そ
の
協
力
会
社

８
社
の
社
員
53
名
が
参
加
し
、
福
島
空

港
か
ら
国
道
１
１
８
号
線
ま
で
の
区
間

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

福
島
空
港
西
線
の
清
掃

地
域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鈴木教育長（左）へ目録を手渡す岡部専務（右） 

たくさんのゴミを拾う参加者 

　

県
指
定
重
要
文
化
財「
川
辺
八
幡
神

社
」の
屋
根
の
劣
化
が
目
立
ち
始
め
て

約
20
年
、
地
域
に
と
っ
て
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
本
殿
柿
葺
解
体
銅
板
改
修
工

事
が
3
月
31
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
に
あ
た
り
、
川
辺
地
区

で
は
平
成
27
年
に
建
設
委
員
会
が
発
足

さ
れ
、
地
元
の
方
々
か
ら
の
協
賛
や
福

島
県
及
び
村
か
ら
の
補
助
に
よ
り
、
昨

年
9
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

改
修
さ
れ
た
川
辺
八
幡
神
社
を
是
非

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
辺
八
幡
神
社

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
後
世
に

改修を終え輝く八幡神社本殿

オープニングイベントでのテープカット 

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
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　玉川村内の建設業６社でつくる玉川村建設協力会（岩
谷幸雄会長）が、平成29年度の「玉川村花いっぱい運
動」（参加4１団体）の事前準備として、村内の各植栽箇
所で除草剤の散布作業を行いました。
　この作業は、建設協力会が毎年ボランティアで行っ
ています。花いっぱい運動は、多くのボランティアの皆
さんの協力により、村内は綺麗な花で彩られ、ドライ
バーや村内を訪れる人々の心を和ませています。

花いっぱい運動に向けて
除草剤散布ボランティア

県道沿いで除草剤の散布を行う会員

　

４
月
20
日
、
ミ
ュ
ー
カ
ル
が
く
と
館

（
郡
山
市
）で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
す
こ

や
か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
将
棋
大
会

に
玉
川
村
将
棋
愛
好
会（
双
里
政
博
会

長
）が
出
場
し
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

競
技
は
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
玉
川
村

将
棋
愛
好
会
か
ら
は
双
里
政
博
さ
ん（
先

鋒
）、
双
里
正
輝
さ
ん（
副
将
）、
星
富
夫

さ
ん（
大
将
）の
３
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
６
チ
ー
ム
で
争

わ
れ
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
進
み
行

わ
れ
た
決
勝
で
は
、
い
わ
き
中
央
支
部

（
い
わ
き
市
）と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
優

勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

玉
川
村
将
棋
愛
好
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
準
優
勝

村長（左）へ準優勝の報告をする双里会長（右）

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　

毎
年
村
内
の
各
学
校
な
ど
に
横
断
旗

を
寄
贈
し
て
い
る
郡
山
市
の
新
聞
販
売

店
経
営
・
宗
形
浩
さ
ん（
南
須
釜
出
身
）

か
ら
、
今
年
も
横
断
旗
１
５
０
本
、
の

ぼ
り
６
本
、
桜
の
苗
木
５
本
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
、
村
教
育
委
員
会
を
訪
れ

た
宗
形
さ
ん
か
ら「
子
供
た
ち
の
交
通

安
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
鈴
木

教
育
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
横
断
旗
は
、
各
学
校
な
ど

に
届
け
ら
れ
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
や
、

園
児
の
登
降
園
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

宗
形
浩
さ
ん
横
断
旗
寄
贈

児
童
の
交
通
安
全
を
願
い

横断旗を手渡す宗形さん（左）と鈴木教育長（右）

　

４
月
20
日
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、「
郵
便
局
と
の

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
村

長
、
小
針
局
長（
玉
川
郵
便
局
）、
岩
谷

局
長（
須
釜
郵
便
局
）が
出
席
し
、
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
郵
便
配
達
な
ど
の
業
務
中

に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
異
変
に

気
付
い
た
場
合
や
、
道
路
の
異
常
、
不

法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
郵
便

局
か
ら
村
へ
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

郵
便
局
と
協
定
を
締
結

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

協定を締結した小針局長（左）と岩谷局長（右） 
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右見て、左見て、もう一回右！

2017春の福島空港まつり

元気に手を挙げて渡る園児

　４月26日、認定こども園「たまかわクックの森」で
村交通教育専門員の石森和二さん（山小屋）と玉川駐
在所から２名を講師に招き、交通安全教室が開催され、
３歳から５歳の園児が参加し、信号の見方や信号のな
い交差点での渡り方を学びました。
　お巡りさんから「交差点では、右、左、右と確認し
てから渡りましょう。約束できるかな？」と聞かれた園
児たちは「は～い！」と元気に答えていました。

交通事故に遭わないために

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

大勢の人で賑わった空港まつり

　

５
月
４
日
、
乙
字
ヶ
滝
鯉
の
ぼ
り
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
方
々
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

公
園
に
掲
げ
ら
れ
た
鯉
の
ぼ
り
は
竜

崎
地
区
、
岩
法
寺
地
区
の
有
志
の
方
々

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
村
の
観
光

地
で
あ
り
、
日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば

れ
た「
乙
字
ヶ
滝
」の
知
名
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
交
流
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
供
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
鯉
の
ぼ
り
も
掲
げ
ら
れ
、
大
小
様
々

な
鯉
の
ぼ
り
が
快
晴
の
空
を
泳
ぎ
ま
し

た
。

地
域
交
流
活
性
化
事
業

乙
字
ヶ
滝
公
園
に
鯉
の
ぼ
り

　５月３日、福島空港祭実行委員会主催の「2017 春の
福島空港まつり」が福島空港および空港公園において
開催されました。
　当日は、ウルトラマンショーや音楽ライブなどのス
テージイベント、大道芸人によるパフォーマンスや出店
ブースなどがあり、子供から大人まで、多くの人で賑わっ
ていました。
　子どもたちに人気の「クックちゃんのふわふわ遊具」
の前には長い行列が出来ていました。

青空のもと空港で楽しむ

　

４
月
29
日
・
30
日
、
全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
が
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
埼
玉
県
）で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
も
多
く
の

選
手
が
参
加
し
、
玉
川
村
か
ら
は
二
瓶

太
一
く
ん（
竜
崎
）と
増
子
遥
菜
さ
ん（
南

須
釜
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

二
瓶
太
一
く
ん
は
、
組
手（
小
学
４

年
生
男
子
軽
量
級
の
部
）に
出
場
し
、

惜
し
く
も
１
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
子
遥
菜
さ
ん
は
、
型（
小
学
６
年

生
女
子
の
部
）に
出
場
し
、
予
選
を
２

位
で
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
で
も
堂
々
と

し
た
演
武
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

世
界
の
強
豪
と
競
う

準優勝した増子遥菜さんの演武

今年初開催となる乙字ヶ滝の鯉のぼり
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

　苦痛さえコントロールでき
るなら、がんが一番いい死に
方だといわれる。余命を宣告
されてから死ぬまでの間に、いろいろと準備で
きるからだ。がんで余命宣告を受けた時点でお
金が支払われる生命保険がある。では、余命宣
告を受けた後で、がんが治ってしまったらどう
なるのか。岩木一麻『がん消滅の罠』は、そんな
「もしも」を題材にしたミステリーである。

　「北条家の旧領関東二百四十万石を差し
上げよう」天正十八年、落ちゆく小田原
城を眺めながら、関白・豊臣秀吉は徳川
家康に囁いた。その真意は、水びたしの
低湿地ばかりが広がる土地と、豊饒な現在の所領、駿河、
遠江、三河、甲斐、信濃との交換であった。愚弄するかの
ような要求に家臣団が激怒する中、なぜか家康はその国替
え要求を受け入れた…。ピンチをチャンスに変えた究極の
天下人の、面目躍如の挑戦を描く快作誕生 !

家康、江戸を建てる　　
門井　慶喜　著

がん消滅の罠 
完全 解の謎
岩木　一麻　著

「絹さや」について「絹さや」について
　今が旬の青々した「絹さや」。「さやえんどう」という名前で流通していることもありますが、
自宅の畑で作っている方も多いのではないでしょうか。旬の「絹さやの栄養」をお知らせします。

◆ちょっと豆知識

　絹さやはえんどう豆の若い

時期に収穫したものをいいます。

同じえんどう豆の種類には、

グリーンピースや最近人気の

スナップエンドウなどもあります。

　最近スーパーで売られている

「豆苗 (とうみょう )」もえんどう

豆の若葉です。

▶健康に関する問い合わせ先　村保健センター　☎３７-１０２４

クックちゃん文庫の新コーナーのお知らせ
『本屋大賞受賞作』『５月のえほん』コーナーを設けました。
2017年本屋大賞が発表になりました。本屋大賞とは全国書店員がいちば
ん売りたい本を選び、売り場からベストセラーを出そうという取り組みで
す。本離れ、活字離れが進む今、図書館でも一人でも多くの方が本に親し
んでもらいたいと願っています。

【開館日】　火曜日から日曜日　
【開館時間】　午前10時から午後６時まで
【休館日】　月曜日（月曜日が祝日の場合火曜日）毎月月末の平日図書整理日

ちょっと気になる栄養

　絹さやはマメ科の植物ですが、“さや”の部分に
「βカロテン」が豊富に含まれており緑黄色野菜に分類
されます。

免疫作用を高め、風邪などの予防や
ストレス予防にも役立ちます。
カロテンも豊富に含まれているので、
ビタミンＣとあわせて美肌効果も !!

利尿作用がむくみをとったり、余分な
塩分を排出するので、高血圧の方にも
おススメ。

食物繊維

カリウム

 ビタミンC

便秘解消に役立ちます。

りますがあり

絹さやは 積極的に食べたい 緑黄色野菜
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★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から



　食料品販売・仕出しなども行っている鮮魚専門店。
店舗を構える南須釜の住民をはじめ、村民に親しまれている地域に
密着したお店です。
　魚秀の創業は60年以上。背負い商いをしていたという、いわき市
四倉出身の初代が南須釜を訪れた際にこの地を気に入り、地元の方々
のお世話になりながら店舗を構えたそうです。

　店内は厳選された鮮魚が並び、新鮮な刺身も一人前から対応して
もらえます。

　他にも仕出しや二階で出来る宴会料理など、お客様の個々のニー
ズに応えたサービスを提供してくれています。
　店主の片寄さんは「お客様にはいつもお世話になっており、大変
感謝しています。これからも地域の方々をはじめとするお客様に、
心を込めて努めていきたい。」と話されていました。
また、魚秀はお客様が気軽に立ち寄れる雰
囲気を心掛けています。皆さん明るくフレ
ンドリーで、笑顔が絶えない店内はいつも
会話に花が咲いています。

たまかわ再発見!
玉川村地域おこし協力隊商工振興支援隊員の村木美香が玉川村のお店や
工場など、気になった事業所や情報などを紹介していくコーナーです。

玉川村大字南須釜字狸穴91-58   TEL.0247-57-3813
●営業時間／ 7：00～ 20：00　　●定休日／不定休

玉川村大字南須釜字奥平18-2   TEL.0247-57-3105
●営業時間／ 8：30～ 20：00　　●定休日／月曜日

皆様からのオススメのお店やスポットなどの情報もお聞かせください。在職先：玉川村商工会   TEL57-2250   取材：地域おこし協力隊 村木美香

●商工振興支援とは…玉川村の商い（商店や工場）を PRすることでより元気に！
　商い（商工業）から玉川村を元気にする活動をしています。

★

南須釜公民館南須釜公民館南須釜公民館

あぶくま高原道路あぶくま高原道路あぶくま高原道路

関根商店

魚　秀

　石川母畑インターから程近いところにある関根商店。
食料品をはじめ、日用雑貨、生鮮食品が並ぶ創業65年ほどにな
るお店です。
　ご主人が市場から買い付けてくる果物などが美味しいと評判
となっています。
　また製粉・精米などもしており、そばやお米、小麦、きな粉が
製粉でき、打った蕎麦やそば粉は郡山などから買い求めに来ら
れるお客様もいるそうです。

　道の駅たまかわ「こぶしの里」内ではそば屋も営業しており、商売
熱心なご主人がそばを打っている姿を時々見かけることも…。
　そんな関根商店が一番活気づくのは5月から6月にかけてです。
いきいきとした花や野菜の苗の種類は豊
富で、毎年家庭菜園をされている方や小
規模農家さんなどで賑わい、いろいろな
方に利用されています。

石川母畑 IC

★

玉川村役場
須釜支所
玉川村役場
須釜支所
玉川村役場
須釜支所

須釜郵便局須釜郵便局須釜郵便局
須釜中学校須釜中学校須釜中学校

須釜小学校須釜小学校須釜小学校
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クックの森園外保育より（4月20日）

　

平
成
30
年
度
の
玉
川
村
職
員（
大

学
卒
程
度
）の
採
用
候
補
者
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
職
種　

行
政

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
受
験
資
格　

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
方
法

□
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適
性
検
査

□
第
２
次
試
験

　

面
接
・
小
論
文
・
集
団
討
論

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
）

●
試
験
期
日

　

平
成
29
年
７
月
23
日（
日
）

●
試
験
場
所

　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷
川
１
）

◆
申
込
用
紙
の
請
求

　

役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

◆
申
込
の
受
付
期
間

　

平
成
29
年
５
月
25
日（
木
）か
ら

平
成
29
年
６
月
23
日（
金
）ま
で

に
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
申
込
書

提
出
の
場
合
は
、６
月
21
日（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

村
総
務
課 

総
務
係

　

☎
５
７
ー

４
６
２
１

 　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
６
月
１
日
を「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、
啓

発
活
動
や
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。　

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
人
権
相
談
所
開
設
日
時

　

６
月
１
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
特
設
人
権
相
談
所
開
設
場
所

　

役
場
北
庁
舎
会
議
室
及
び

　

須
釜
公
民
館
講
義
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

村
住
民
課　

住
民
係

　

☎
５
７
ー

４
６
２
４

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
は「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、

消
防
、
救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
人
命
に
関
わ
る
重

要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

 

▼
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９
８
０
ー

８
７
９
５　

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
ー

２
ー

23

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談

窓
口

　

☎
０
２
２
ー

２
２
１
ー

０
６
４
１

　
w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/
　

tohoku/

　

消
費
生
活
相
談
に
適
切
に
対
応

し
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

石
川
郡
の
町
村
が
連
携
し
、
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る「
消

費
生
活
相
談
室
」を
平
成
29
年
６

月
１
日
か
ら
開
設
い
た
し
ま
す
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
場
所 

石
川
町
合
同
庁
舎
内

　

１
階

　
（
石
川
町
字
高
田
２
３
４
ー

１
）

◇
相
談
日  

月
、
火
、
木
、
金
曜
日

　
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
か
ら
１
月

　

３
日
を
除
く
）

◇
相
談
受
付
時
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
受
付
電
話
番
号

　

☎
０
２
４
７
ー

５
７
ー

６
８
７
２

　
FAX
０
２
４
７
ー

５
７
ー

６
８
７
３

◇
問
い
合
わ
せ
先　

　

村
住
民
課　

環
境
衛
生
係

 　
☎
５
７
ー

４
６
２
４

村
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
特
設
人
権
相
談
所
」

 

開
設
の
お
し
ら
せ

お
知
ら
せ

Information

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

石
川
地
方
消
費
生
活
相
談
室

の
開
設
の
お
知
ら
せ
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クックの森園外保育より（4月20日）

　

平
成
30
年
３
月
に
大
学
、
専
門

学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

27
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画

の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
・
若

者
応
援
宣
言
企
業
」を
中
心
に
県
内

企
業
３
０
０
社
が
参
加
予
定
で
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

　

平
成
29
年
８
月
２
日（
水
）

　
・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　　

10
時
〜
12
時

　
・
合
同
就
職
説
明
会

　
　

13
時
〜
16
時

▼
会
場

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
ー

５
２
９
ー

５
３
９
６

▼
そ
の
他

　

①
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間

前
ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
ま
す
。

　

③
事
業
所
ブ
ー
ス
で
の
人
事
担

当
者
と
の
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
関
係
機
関
に
よ
る
職
業
相

談
や
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

 　

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日

（
月
）で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福

島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子

申
請
を
、
労
働
保
険
料
等
の
納
付

は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
ー

５
３
６
ー

４
６
０
７

  　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

県
内
に
三
世
代
以
上
の
方
が
同
居

又
は
近
居
す
る
住
宅
を
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
そ
の

住
宅
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
一

部
を
申
請
に
よ
り
軽
減
い
た
し
ま

す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
に

つ
い
て
は
、
福
島
県
県
中
地
方
振

興
局
県
税
部
ま
た
は
県
庁
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部

　

☎
０
２
４
ー

９
３
５
ー

１
２
５
４

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
０
６

  　

須
釜
支
所
で
は
食
品
放
射
能
検

査
の
受
付（
食
品
の
お
預
か
り
と
測

定
結
果
等
の
引
き
渡
し
）の
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
食
品
放
射

能
検
査
に
関
す
る
業
務
は
６
月
30

日
で
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
か
ら
は
役
場
検
査
室
で
の

み
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

村
住
民
課　

環
境
衛
生
係

　

☎
５
７
ー

４
６
２
４

　

結
婚
し
て
50
年
、
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
表
彰
し

ま
す
。

 　

表
彰
の
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、

昭
和
42
年
に
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
も

し
く
は
、
そ
れ
以
前
に
結
婚
し
、

表
彰
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦
と
な

り
ま
す
。

　

表
彰
は
自
己
申
告
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
左
記
に
よ
り
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
29
年
４
月
11
日 

か
ら

　

平
成
29
年
７
月
12
日 

ま
で

▼
受
付
窓
口

　
・
玉
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局（
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
５
７
ー

４
４
１
０

　
・
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　
・
福
島
民
報
社
ま
た
は
福
島

　

  

民
報
販
売
店

　

主
催
：
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
福
島
民
報
社

　

後
援
：
福
島
県
、
福
島
県
市
長
会
、

福
島
県
町
村
会

〜
学
生
等
の
皆
さ
ん
へ
〜

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
開
催
の
お
知
ら
せ

三
世
代
同
居
・
近
居
住
居
を

取
得
す
る
方
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度

更
新
等
の
お
知
ら
せ

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

須
釜
支
所
で
の
食
品

放
射
能
検
査
に
つ
い
て

後
援
：
福
島
県
、
福
島
県
市
長
会
、

福
島
県
町町
村
会
村
会会
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須釜小学校鼓笛パレードより（5月12日）

●たまかわっ子子育て支援給付金現況届
　給付金を受けている方は、毎年６月に「現況届」の提出が必要です。この届けは、毎年６月１日（基
準日）における子どもの養育の状況や村税等及び使用料等の納付状況を確認（未納金があれば支給停
止）し、引き続き受けるための要件を満たしているかどうかを審査するためのものです。

●児童手当・特例給付現況届
　児童手当を受給している方は、毎年「現況届」の提出が必要です。この届けは、前年の所得および
６月１日現在の状況を確認し、６月以降引き続き手当を受けられるかどうか審査するためのものです。

【日　時】  平成 29 年 6月 18日（日）　  午後 1時 30分～ 3時
【場　所】  玉川村保健センター
【講　師】  公益財団法人さわやか福祉財団
　　　  　さわやかインストラクター　大  山  重  敏 氏

　あなたの地域の中で、一人暮らしや高齢者だけで生活している方が増えていませんか？高齢化
や人口減少は私たちにとって身近な問題です。誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続ける
ことができるための取り組みには、地域住民一人ひとりの力が欠かせません。自分には何ができ
るのかを一緒に考えてみましょう。

お互いさまの支え合いで地域を変える

平成29年度地域健康づくり講演会

▶申込先：村保健センター（☎３７－１０２４）

健康福祉課よりお知らせ

現況届の提出を忘れずに！
（受給中の方へ現況届の用紙を郵送いたします）

▶お問い合わせ窓口　村健康福祉課　社会福祉係　☎５７－４６２３

地域の底力～きっとあなたが役に立つ

期限までに提出しないと
6月分以降の給付金、手当が
受けられなくなります。

広報たまかわ　平成29年 5月
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5月１日現在の村のようす （前月比）

（ ＋  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ ±  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，1 2 5
6 ，7 5 9
３，3 6 8
３，3 9 1

2
5
0
5

寄付ありがとうございます

お誕生おめでとうございます
（4月届出分）

（4月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

おくやみ申し上げます

蒜　生　　　星　　　結　斗　　　翔　太

岩法寺　　　塩　澤　恭　佑　　　　晃

蒜　生　　　矢　吹　ナ　ミ　  　　隆
小　高　　　関　根　シ　ツ　  　武　好
岩法寺　　　大　竹　タ　カ　  　一　郎
北須釜　　　榊　枝　安　子　  　金　德

地区名 死　亡　者 世帯主名

ゆ い と

きょうすけ

　現在各家庭に設置されている戸別受信機には自動
録音機能があり、火災等の緊急放送は自動で録音さ
れます。
　録音された放送がある場合は、「再生/録音」のラ
ンプが赤く点滅します。録音された放送を消去する
とランプは消灯します。
　※消去方法は「待受け
中」に「再生ボタン」と「録
音ボタン」を同時に長押し
（２秒以上）してください。
　詳しくは、戸別受信機
の取扱説明書をご覧くだ
さい。

小 高

蒜 生

　〃　

関 根 秀 勝
矢吹　　隆
車 田 喜 広

様

様

様

様

様

様

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：4月受領分）

岩法寺

南須釜

北須釜 

大 竹 一 郎
小 貫 正 弘
榊 枝 金 德

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
句
会
吟
詠

由

記

真

知

今

朝

　
公
　

美

枝

仁

美

重
み
あ
る
老
舗
の
の
れ
ん
花
の
昼

古
井
戸
の
手
こ
ぎ
ポ
ン
プ
へ
梅
は
ら
り

一
つ
づ
つ
事
を
成
し
ゆ
く
四
月
か
な

花
の
風
受
け
て
ほ
ほ
笑
む
磨
崖
仏

花
満
つ
る
絵
馬
に
大
志
の
太
き
文
字

赤
児
泣
く
声
の
如
く
に
う
か
れ
猫

ま 

が
い
ぶ
つ

乙字ヶ滝鯉のぼりイベントより（5月4日）

ふるさと玉川村を応援いただき
ありがとうございました

　「元気なたまかわ ふるさと応援寄附金」にご
協力いただき、誠にありがとうございました。
　皆様からいただいたご寄附は、一度基金に
積み立て、お選びいただいた事業の実施に活
用させていただきます。
　今後とも、ふるさと玉川村を想う多くの皆
様の応援を心よりお待ちしております。

防災無線戸別受信機の自動録音について

◆寄附の状況（平成 29年 3月 31日現在）※累計

事業の種類 件　数 金　額
１  地域の振興に関する事業 963件 21,685,500円
２  教育の振興に関する事業 196件 4,829,501円
３  人材育成・子育て支援に関
する事業 555件 11,791,500円

４  住民福祉の向上に関する事業 258件 5,134,500円
合　　　計 1,972 件 43,441,001円

◆活用の状況（平成 29年 3月 31日現在）※累計

寄附の使途 事業名 事業費 充当額

地域の振興 防犯灯整備事業
（防犯灯設置（25基）） 1,668,000 円 1,600,000 円

地域の振興 防犯灯整備事業
（防犯灯設置（30基）） 1,670,327円 1,600,000 円

地域の振興 防犯灯整備事業
（防犯灯 LED化（340基）） 10,676,230円 10,600,000 円

人材育成 奨学金支給事業（基金繰出） 3,000,000円 3,000,000 円

福祉の向上 ふれあいセンター
エアコン整備事業 10,344,220円 3,400,000 円

合　　　　計 27,358,777円 20,200,000円

同時に 2秒以上長押し

広報たまかわ　平成29年５月
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